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「めあてを持って学び 進んで行動 
 人のことを思う」河原っ子の育成 

～笑顔の登校・満足の下校～ 
R2.８．２８（金） 文責：井上 

 

NO.1５ 
 

         運動会のスローガンが決まりました。７月末に企画委員会が中心となり、各学級から案

を募集して話し合って決めたスローガンです。今年の運動会は例年通りとはいきません。

夏休み前から職員で話し合いを重ね今年は以下のような日程で計画をしております。 

期日：９月１９日（土）雨天順延 

参観者：特に人数制限はしません

が、密にならない人数で 

時間 ：午前中開催（弁当なし） 

※ 密を避けるために保護者テン

トは張りません。 

 

〈種目〉 
全児童→開会式・応援合戦・全校ダンス・閉会式 
１年生→下学年表現・徒競走・リレー・下学年団体 
２年生→下学年表現・徒競走・リレー・下学年団体 
３年生→下学年表現・徒競走・リレー・下学年団体 
４年生→上学年表現・徒競走・リレー・上学年団体 
５年生→上学年表現・徒競走・リレー・上学年団体 
６年生→上学年表現・徒競走・リレー・上学年団体 

 

 

 

 本年度の運動会を開催するにあたっては、教育委員会と西原村の三校で協議を重ね、午前中開催、

弁当なし、ご来賓も数名という方針で決定しました。他郡市の大規模校では、密を避け、時間短縮の

ために平日開催、徒競走のみで行われるところもあるようです。幸い本校は入場行進をなくし、開会

式を簡略化したり、PTA競技をなくしたりして児童の出場種目はできるだけ残し実施することができ

ます。コロナ禍で新しい形の運動会になりますが、できる限りの工夫をして全員が笑顔で自分の最高

に挑戦できる運動会にしたいと思います。どうぞご理解ご協力をよろしくお願いします。 

曹洞宗の開祖でもある道元禅師の言葉です。「我

が身を振り返れ、自分の足下をよく見つめよ」と 

いう意味があります。はきものをそろえることも、自らの足元を

見つめることから始まるように、道元禅師は「自分の履物を揃え

られないような者に、何ができるのか。まずは、履物を揃えるこ

とから始めなさい。」と、弟子に諭したそうです。 

 先日の学校ブログでも紹介しましたが、夏休み前は子どもたちの

靴がなかなか揃わず、どの学年も上の写真のような靴箱でした。

夏休み明けから、子どもたちにも担任の先生方にも何も言わずに

毎日登校後の靴箱をチェックし、靴のかかとがそろっている人数

を書き出していました。自分たちで気づいて、自分たちで意識し

て欲しかったからです。いち早く気づいたのは３年生でした。そ

れからわずか２週間で全学年の靴箱が下の写真のようにいつも綺

麗にかかとが揃うようになりました。私たちの環境は心を映し出

します。心が乱れてくると、整理整頓も面倒になり、部屋や机上

が片付かなくなります。同時に環境も一人ひとりの心に大きく影

響を与えます。机上や部屋を片付けると気持ちも整理されるとい

うことです。履き物を揃えるということは、些細なことかもしれ

ませんが、一人ひとりが当たり前のことを一つずつ 

積み重ねていくことが大事です。自分の足下をしっか 

り見つめて日々成長していって欲しいと思います。 

Before After 脚下照顧
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この花は４年生のゆうか
さんと６年生のあやねさ
んが作ってくれました。 


